
資料１

１．三重県域における温室効果ガス排出状況について

２．事務事業における温室効果ガス排出状況及び取組状況
について

1



三重県域における温室効果ガス排出量の現状

2

・直近の確定値である2023（令和５）年度において25,817 千t-CO₂となり、基準年度の2013

（平成25）年度と比べて13.1％の減少となりました。

・近年、横ばい傾向にあります。

図１ 2030年度に向けた削減目標と2050年に向けた削減イメージ
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13.1%削減
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47%削減

ミッションゼロ2050みえ
2050年までに県域からの温室効果ガスの
排出実質ゼロをめざす

（年度）

2030年度削減目標を達成するため「実効性
を高め」、そのうえで、2050年ネット・ゼ
ロに向け「中長期を見据えて」取組を進め
ていく方針。

令和９年３月、「三重県地球温暖化
対策総合計画」を改定予定


